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There is certifying test about “Medical Computers” on medical office. This test has two 
fields, called knowledge and skill. The questions of knowledge field are relatively clear 
patterns. So I survey the past ten tests and analyze the patterns of questions. 
 
 
1. はじめに 
 
埼玉女子短期大学では、商学科に医療事務コンピュータコースがあり、医療秘書教育全国協議
会主催 1)の医療秘書技能検定試験 2)（以下、医療秘書検定）と医事コンピュータ技能検定試験 3)
（以下、医事コン検定）の合格を目指してカリキュラムが組まれている。具体的には、1 年次の
11月に医療秘書検定3級を受験し、2年次の6月に医事コン検定3級を受験する。さらに、卒業
時までに両方の検定試験の2級の合格を目指している。そして、現在検定試験の直前に、資格取
得講座を開講している。しかし、医事コン検定に関しては、実技の分野の講座しか開講していな
い。そのため、簡単な対策として、知識の分野のうちコンピュータ関連知識に関しては、基礎ゼ
ミの時間を利用して、過去4回分の検定試験問題を実際に解きながら様々な捕捉を交えて詳しく
問題解説を行っている。 
この医事コン検定は、知識試験60分と実技試験（領域Ⅲ）60分で行われ、特に知識試験はマ
ークシート形式で、医療事務（領域Ⅰ、20 問）とコンピュータ関連知識（領域Ⅱ、30 問）であ
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る。各級位の程度と合格基準は以下のとおりとなっている。 
 
医事コン検定の程度 
医事コン検定2級 
医療事務及び医事コンピュータについての一般的な知識を有し、カルテ及
び診療伝票を基に医事コンピュータを用いて正しいレセプトを速やかに作
成することができる。 
医事コン検定3級 
医療事務及び医事コンピュータについての基礎的な知識を有し、カルテ及
び診療伝票を基に医事コンピュータを用いて正しいレセプトを作成するこ
とができる｡ 
合格基準（全級共通） 
配点は、領域Ⅰ60点、領域Ⅱ60点、領域Ⅲ60点で180点満点とする。領
域Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、ともに60％以上正解のとき合格となります。 
医療秘書教育全国協議会HP4)「資格試験の概要」より 
 
合格基準によれば、60%以上正解すればよいので、最低でも 18 問以上の正解が必要となる。
そこで、本研究ノートでは、過去10回分（平成16年11月20日実施5）の第18回から平成21
年6月20日実施の第27回まで）の検定試験を調査分析し、医事コン検定の対策を目的としての
過去問題解説が、合格基準となる 18 問以上正解に有効であるかどうかの分析、および、出題傾
向として重要なキーワードの調査を行った。 
 
 
2. 問題の分析 
 
先ほどの、［医事コン検定の程度］と同様、ホームページには各領域の問題の内容も掲載されて
いる。とくに、コンピュータ関連知識の内容は以下のとおりとなっている。 
 
問題の内容 
医事コン検定2級 
(1) コンピュータシステムの処理形態を理解している。  
(2) ネットワークの概要と仕組みを理解している。  
(3) インターネットの活用理論を理解している。  
(4) データベースの概要を理解している。  
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(5) 保健医療情報システムの概要を理解している。  
(6) 電子カルテシステムやオーダリングシステム等の基本的な機能と活
用法、使用されている用語を理解している。 
医事コン検定 3級 
(1) コンピュータの五大装置と機能、内部処理を理解している。  
(2) 周辺装置（入力・出力・補助記憶）とインターフェースの知識を持
っている。  
(3) ソフトウェアの種類と特徴を理解している。  
(4) 基本的なファイルの種類と保存形式を理解している。  
(5) オペレーティングシステムの種類と特徴を理解している。  
(6) 主なアプリケーションソフト（ワープロ・表計算・パワーポイント
等）の基本操作を理解している。  
(7) 医療情報システム（電子カルテ・オーダリング・レセプト電算処理
等）の名称を理解している。 
医療秘書技能検定協会 HP「資格試験の概要」より 
 
これらをもとにして、医事コン検定過去 10 回分の 2 級と 3 級のコンピュータ関連知識の問題
を分析した。方法としては、 
 
 問題の解答の選択肢をすべてキーワードとして抜き出す。 
 それぞれの問題に対し、上記「問題の内容」のどこに該当するか決定する。 
 選択肢から抜き出した各キーワードに対し、正答であるものを2点、それ以外を1点として
点数化する。 
 
これらをデータ化し、過去10回分を合わせて点数の多いキーワードを分析対象とした。 
また、過去問題の有効性の分析には、現在実際に行っている状況を踏まえ、過去 4 回分（2 年
分）の問題に対して出現したキーワードが、次回の試験の正答となる状況を分析した。回数を限
定している理由としては、検定試験対策として基礎ゼミの時間を利用している関係上、解説時間
があまりないという時間的制限の理由もあるが、それ以外の大きな理由としては、具体的に以下
の実際に出題された問題から説明することができる。 
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「次の外部記憶媒体で記憶容量が大きくなる順になっているものを選んで
ください。」 
第21回（平成18年６月17日実施） 
医事コンピュータ技能検定試験３級試験 問題 4.より 
 
この問題では、解答の選択肢に「FDD」というがあるが、現在では利用される機会が減ってい
るので、今後、このキーワードについての必要性はなくなるであろうと考えることができる。 
 
「次のディスプレイに関する記述で適切なものを選べ。」 
第20回（平成17年11月19日実施） 
医事コンピュータ技能検定試験３級試験 問題11.より 
 
この問題では、解答の選択肢の中に「TFT ディスプレイ液晶」と「STN 液晶ディスプレイ」
という記述があるが、今後は、液晶ディスプレイの種類よりも、有機EL ディスプレイなどの新
しいディスプレイについてのキーワードが必要となるであろうと考えられる。 
以上のように、情報技術の進歩を考えると、あまりにも過去の試験問題は、キーワードとして
の重要性も少なくなるので、回数を限定することは妥当であると判断している。 
 
 
3. 過去問題解説における試験対策 
 
3.1. 3 級試験対策 
 
まず、現在3級試験対策として行っている過去4回の問題解説が有効であるかどうかを分析す
る。過去問題解説では、正答の解説以外にも選択肢としての各キーワードの解説も行っている。
たとえば、以下の選択肢では、3つのキーワードすべてについて解説を行っている。 
 
31 { ①MO  ②CD  ③DVD } 
第27回（平成21年 6月20日実施） 
医事コンピュータ技能検定試験 3級試験 問題 6.より 
 
そのため、過去問題の解説を行うと、50～60個ものキーワードについての解説を行うことにな
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る。そして、数回分の問題解説を行えば、重複分 6）を除くと 140～150個ものキーワードの解
説を行うことができる。これらのキーワードの中に含まれる実際（次回）の試験において正解と
なるキーワードの数（以下、出現率7）と表記）が、合格ラインである60%を超えれば過去問題
解説が有効であると考えることができる。 
その分析結果を表にまとめると、以下のとおりとなる。 
 
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第22回 第21回～第18回 146 86% 
第23回 第22回～第19回 139 70% 
第24回 第23回～第20回 141 50% 
第25回 第24回～第21回 158 76% 
第26回 第25回～第22回 145 63% 
第27回 第26回～第23回 142 72% 
第28回 第27回～第24回 144  
 
この結果によると、第24回を除きすべて60%以上の出現率となっている。 
第 24 回の出現率が 50%にとどまっているのは、この回の問題のみ出題傾向が変わっているた
めであると考えられる。具体的には、この回のみ、「10進数、2進数、16進数といった基数変換
に関する問題」が出題されなかったことが影響している。仮に、このような問題が出題されてい
れば、3問以上の出題がされると考えられるので、出現率が60%ぐらいまでになると考えられる。 
次に、過去問題解説を３回分のみとした場合、以下の表のとおりとなった。 
 
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第21回 第20回～第18回 120 63% 
第22回 第21回～第19回 115 69% 
第23回 第22回～第20回 118 67% 
第24回 第23回～第21回 122 50% 
第25回 第24回～第22回 122 76% 
第26回 第25回～第23回 123 60% 
第27回 第26回～第24回 118 66% 
第28回 第27回～第25回 121  
 
この結果からもわかるように、過去3回分の問題解説でも60%以上の出現率となっていること
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が分かる。しかし、この場合の出現率は、合格基準をなんとかクリアしているとしか考えること
ができない。 
さらに、過去問題解説を5回分とした場合、以下の表のとおりとなった。 
 
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第23回 第22回～第18回 162 74% 
第24回 第23回～第19回 161 50% 
第25回 第24回～第20回 176 76% 
第26回 第25回～第21回 180 77% 
第27回 第26回～第22回 162 76% 
第28回 第27回～第23回 164  
 
これらをまとめると、3 回分の問題解説では出現率の平均は 64%、4 回分では 70%、5 回分で
は 71%となっている。過去問題解説の回数を増やせば、キーワードも増えて出現率も上がるが、
解説に要する時間などを考えると、あまり効果的とは言えない。よって、4 回分の開設が適当で
あると判断できる。 
 
3.2. 2 級試験対策 
 
次に、2 級試験対策としての過去問題解説を分析する。3 級と同様に過去 4 回分の結果をまと
めると、以下の表のとおりとなった。 
 
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第22回 第21回～第18回 199 30% 
第23回 第22回～第19回 210 31% 
第24回 第23回～第20回 215 46% 
第25回 第24回～第21回 194 37% 
第26回 第25回～第22回 194 43% 
第27回 第26回～第23回 198 33% 
第28回 第27回～第24回 208  
 
 この結果からわかるとおり、2級試験に対しては、過去4回分のみの問題解説では効果があると
はいえないことが分かる。そこで、過去5回分の結果をまとめると、以下の表のとおりとなった。 
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検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第23回 第22回～第18回 249 34% 
第24回 第23回～第19回 244 54% 
第25回 第24回～第20回 247 43% 
第26回 第25回～第21回 234 47% 
第27回 第26回～第22回 235 33% 
第28回 第27回～第23回 240  
 
この結果からも、過去5回分でもあまり効果があるとはいえないことが分かる。過去問題の解
説回数を増やしすぎても、キーワードの数が増えるため、逆効果になることも考えられるが、過
去6回分の結果とまとめると、以下の表のとおりとなった。 
 
検定試験 過去問題 キーワード総数 出現率 
第24回 第23回～第18回 281 57% 
第25回 第24回～第19回 274 51% 
第26回 第25回～第20回 283 57% 
第27回 第26回～第21回 273 40% 
第28回 第27回～第22回 276  
 
以上の結果から、2級対策として過去4回分や5回分の解説では平均出現率が40％前後となっ
ているが、過去6回分にすることにより平均出現率がやっと50%を超える。これ以上増やしても、
無駄にキーワードが増えるのみであるため、分析の対象外と考える。このように、3 級と比べて
出現率が大変悪くなっている理由としては、出題範囲が広くなっており、特に、ネットワークの
分野が追加されていること、および、医療情報システムの分野からの出題が増えていることが考
えられる。以上をまとめると、2 級対策では出現率が合格ラインの 60%を超えることはないが、
過去問題解説は、ある程度の出現率を見込めるので、全く意味のないことではないといえる。 
 
 
4. 出題傾向の分析 
 
4.1. 3 級試験の傾向 
 
ここでは、過去 10 回の 3 級試験における全部で 260個のキーワードを点数化して出題傾向の
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分析を行った。 
まず、最重要キーワードとして 8 点以上の 31個を選び出した。これらのうち、技術の進化を
考慮して、直近の 3 回の試験にキーワードとして出現していないもの 7個（GB、KB、TB、液
晶、CRT、MB、フロッピーディスク）を除いた24個を以下の表にまとめた。 
 
18点 2進数 
17点 16進数 
16点 10進数、OCR、RAM、演算 
15点 ROM 
14点 制御 
13点 CPU(MPU)(中央処理装置) 
12点 OMR、出力、レーザー 
11点 CD、主記憶(メインメモリ)、ビット 
10点 インクジェット、禁則処理、入力 
9点 バイト 
8点 
DVD、記憶、バーコード(リーダ)、ハードディスク、 
バッチ(処理)  
 
これらを分野別にまとめると、以下のとおりになる。 
 10進数、2進数、16進数といった基数変換に関する問題 
 コンピュータの5大装置や内部処理に関する問題 
 入力装置を中心とする周辺装置に関する問題 
 
実際に、第 27 回から第 24 回の直近 4 回の試験におけるこれらの分野の出題率をまとめると、
以下の表のとおりになった。 
 
第27回 第26回 第25回 第24回 
63% 60% 77% 73% 
 
これらの結果からも、この3つの分野の問題が中心となって出題されていることが分かる。 
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4.2. 2 級試験の傾向 
 
 次に、3 級試験と同様に過去 10 回の 2 級試験における全部で 407 個のキーワード
を点数化して出題傾向の分析を行った。 
まず、最重要キーワードとして 5 点以上の 32個を選び出した。これらのうち、技術の進化を
考慮して、直近の3回の試験にキーワードとして出現していないもの4個（USB、電子カルテ(シ
ステム)、レセプト電算処理(システム)、キャッシュ）を除いた28個を以下の表にまとめた。 
 
12点 オーダリング(システム) 
10点 リレーショナル型 
8点 BIOS、UPS、ファイル 
7点 COUNT、IF、MAX、SUM 
6点 
bps、HTML、SUMIF、URL、クライアントサーバ、 
抽出、テキスト、ハブ、ピアツーピア、 
プルダウンメニュー、レコード 
5点 
dpi、RANK、XML、開放型病院支援、検索、 
ネットワーク型、バイナリ、マクロ 
 
これらを分野別にまとめると、以下のとおりになる。 
 
 コンピュータシステムの処理形態、特に、表計算などのソフトウェアに関する問題 
 ネットワークやインターネットに関する問題 
 データベースに関する問題 
 
実際に、第 27 回から第 22 回の直近 6 回の試験におけるこれらの分野の出題率をまとめると、
以下の表のとおりになった。 
 
第27回 第26回 第25回 第24回 第23回 第22回 
83% 80% 87% 97% 70% 67% 
 
これらの結果から、この3つの分野の問題からの出題が非常に高いことがわかる。しかし、「コ
ンピュータシステムの処理形態に関する分野」は、3 級試験でのほとんどの分野を含み範囲が広
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くなっているので、ここでは的を絞り「表計算」ソフトウェアに関する分野に限って出題率をま
とめなおすと、以下の表のとおりになった。 
 
第27回 第26回 第25回 第24回 第23回 第22回 
67% 67% 63% 50% 37% 40% 
 
この結果をみると、第 24 回を前後して出題率が変化している。この理由として考えられるの
は、出題傾向が変化して「表計算」に関する出題が増えているためである。これらの状況をまと
めると、最近の2級試験に関する出題傾向を以下のとおり絞る込むことが可能である。 
 
 表計算などのソフトウェアに関する問題 
 ネットワークやインターネットに関する問題 
 データベースに関する問題 
 
 
5. まとめ 
 
今回、医事コン検定コンピュータ関連知識について、二つの観点から分析を行った。ひとつは、
試験対策として過去問題解説の有効性の分析。もうひとつは、過去問題から分析した重要な試験
出題分野の特定。これらの分析を2級試験と3級試験の両方において行った。前述の分析結果を
もとにしてそれぞれの分析について、以下のとおりにまとめることができる。 
 
1． 3級試験について 
 過去問題解説は大変有効である。4回分の試験問題解説により、合格ラインである60%
を超えるキーワードの理解を得ることができる。 
 重要な試験出題分野は、「基数変換に関する分野」「5大装置や内部処理に関する分野」
「周辺装置に関する分野」に絞り込むことができ、これらの分野で合格ラインである
60%を超える出題がされている。 
2． 2級試験について 
 出題範囲が多いため、過去問題解説は3級試験ほど有効とはいえない。6回分の試験問
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題解説でも50%ぐらいのキーワードの理解しか得ることができない。 
 重要な試験出題分野は、「表計算ソフトに関する分野」「ネットワークやインターネット
に関する分野」「データベースに関する分野」に絞り込むことができ60%を超える出題
がされている。しかし、これらの分野以外にも3級試験の重要な分野をおさえておく必
要がある。 
 
以上のように、過去問題を分析することにより、試験対策としての有効的な方法を知ることが
できる。しかし、試験問題の出題傾向が変化することもあるので、注意が必要である。特に、2
級試験も3級試験も第24回を中心として出題傾向の変化がみられる。 
今後の課題として、コンピュータ関連知識は技術の向上により出題問題の変化も考えられるの
で、過去問題分析を引き続き行い、これらの変化についても分析を行う必要がある。 
また、今回分析を行った過去問題解説の有効性は、試験結果からのみしか分析を行っていない。
そのため、実際に検定試験の受験者が過去問題対策をどのように受け止めているかが分析結果に
反映されていない。この点については、受験者へのアンケートなどを通して有効性への分析に取
り入れていく必要があると考えている。 
最後に、今回の調査により、検定試験対策についてある程度の方向性を導き出すことができた
と考えている。その結果、今後より効率的な試験対策を行うことができるであろう。 
 
 
注 
 
1) 医療秘書教育全国協議会主催の検定試験としては、医療秘書技能検定試験、医事コンピュータ技
能検定試験、福祉事務管理技能検定試験がある。 
2) 医療秘書としての知識と技能､業務の遂行を目的とした資格である。1級、準 1級、2級、3級が
ある。 
3) 医療事務及び医事コンピュータについての知識、カルテ及び診療伝票を基に医事コンピュータを
用いてレセプトの作成を目的とした資格である。準1級、2級、3級がある。 
4) 医療秘書教育全国協議会HPは、http://www.medical-secretary.jp/sikaku/index.htmを参照のこ
と。 
5) 医事コンピュータ技能検定試験は、毎年6月と11月の第2または第3土日に行われている。3級
試験は土曜日、準1級と2級試験は日曜日に行われている。 
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6) キーワードが重複して抽出されるということは、複数回の検定試験において出題されていること
であり、頻繁に出題されている重要なキーワードと判断している。 
7) 出現率として百分率で示しているのは、問題の出題数は30問であるが、正解としてのキーワードが
問題の内容によっては30個を超える場合があるからである。たとえば、第25回（平成20年６月14
日実施）医事コンピュータ技能検定試験3級試験の問題13. 46 の正答は、｛③(a)アナログ，(b)デジ
タル，(c)A/D変換｝である。この場合、正解としてのキーワードを1個としないで、「アナログ」「デ
ジタル」「A/D変換」の3個とした。 
 
